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示談 iH･ぷ2゛言。

第４回企画展

日光社参の道

『『削硝2卵胞温庖1』

　町歴史民俗資料館では､「日光道中壬生通」をテー

マに、第４回企画展を10月14日（日）から11月25日（日）ま

で開催します。

　特に今回は、文化庁、東京国立博物館のご協力を

得て、重要文化財「日光道中壬生通分開廷絵図」を

借用できることになり、10月14日から11月４日まで

の３週間にわたり、町民の皆様に公開する運びとな

りました。

　そのほか、宿場､助郷などの史料も展示されます。

　この機会にぜひ、ご覧ください。

く写真は、日光道中壬生通分開廷絵図（重文、東京

　国立博物館所蔵）〉

発行壬生町役場　編集総務誼≧画財政課毎月15日発行ブ宇321-o2栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号�o28をそ2-1,234でて6……………J………ﾚ……………
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猛
暑
で
プ
ー
ル
大
盛
況

九
月
一
日
に
入
場
者
１
４
万
人
を
突
破

署
い
夏
は
フ
ー
ル
が
最
高
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の

入
場
者
を
記
録
し
ま
し
た
。

-

　
昭
和
六
十
一
年
度
に
黒
川
の
里
ふ

れ
あ
い
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
、
今
年
で
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
同
プ
ー
ル
は
、
黒
川
束
岸
の
緑
に

囲
ま
れ
て
自
然
環
境
が
良
い
こ
と
や

流
水
プ
ー
ル
を
は
じ
め
、
幼
児
用
・

子
供
用
プ
ー
ル
、
二
十
五
ド
プ
ー
ル

な
ど
各
種
プ
ー
ル
が
そ
ろ
っ
て
い
る

ほ
か
、
五
種
類
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

が
あ
る
な
ど
設
備
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
料
金
が
一
般
五
〇
〇

円
、
小
・
中
学
生
二
〇
〇
円
、
幼
児

は
無
料
と
他
の
プ
ー
ル
に
比
べ
て
安

い
な
ど
の
理
由
で
人
気
を
呼
び
、
入

場
者
は
年
々
急
増
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
今
年
は
記
録
的
な
猛
暑
に

さ
さ
え
ら
れ
て
、
八
月
五
目
に
は
今

年
最
高
の
八
千
八
百
六
大
二
人
を
記

録
し
、
同
十
六
日
に
昨
年
よ
り
四
目

早
く
十
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
暑
さ
が
続
き
、
同
十
九
日
に

昨
年
の
年
間
入
場
者
数
十
一
万
八
千

行
五
ナ
五
人
を
突
破
し
、
九
月
一
日

つ
い
に
十
四
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
十
万
人
と
十
四
万
人
の

入
場
者
と
そ
の
前
後
の
方
に
記
念
品

と
プ
ー
ル
利
用
回
数
券
を
贈
り
祝
い

ま
し
た
。

　
幸
運
に
も
十
万
人
と
な
っ
た
の
は

小
山
市
横
行
の
大
福
地
衣
さ
ん
。
前

後
言
に
は
、
本
町
ひ
ば
り
ケ
丘
の
中

昌
義
家
さ
ん
と
宇
都
宮
市
五
代
三
丁

目
の
窪
田
研
二
さ
ん
で
す
。
ま
た
十

｀W

10万人目となった小山市の大福地宏

さん。記念品が贈られにっこりして
いました。

四
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
本
町
あ

け
ぼ
の
町
の
石
井
清
久
さ
ん
で
「
初

め
て
き
た
ん
で
す
が
、
ば
ん
と
う
に

び
っ
く
り
で
す
ご
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。
前
技
官
は
、
小
山
市
問

々
田
の
松
村
直
樹
さ
ん
と
宇
都
宮
市

雀
宮
の
小
学
四
年
生
菊
地
陽
子
さ
ん

に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
な
ど
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

「びっくりした」と話す14万人目と

　なったあけぼの町の石井清久さん
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福祉制度(手当)を

　ご存じですが？
お問合せは役場福祉課まで

詔
自
照
一
回
り
圀

　
１
８
歳
未
満
の
児
童
（
政
令
で
定
め

る
障
害
が
あ
る
場
合
は
２
０
歳
未
満
）

で
、
父
親
が
死
亡
や
離
婚
な
ど
で
い

な
い
場
合
や
父
親
が
障
害
に
よ
り
働

け
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
が
に
支
給
さ
れ
る

の
が
児
童
扶
養
手
当
で
す
。

〈
手
当
額
〉

●
児
童
一
人
月
額
三
五
、
九
回
］
）
円

●
児
童
二
八
月
額
四
〇
、
礼
一
〇
円

●
児
童
三
人
以
ト
　
ー
人
に
つ
き
、

　
二
、
〇
〇
〇
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

○
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
母
子
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
て
い
る
方
や
児
童
福
祉
施
設
な
ど

　
（
保
育
所
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
方
は
除
き
ま
す
。

回
詔
り
圀

　
義
務
教
育
中
の
児
・
他
の
父
親
ま
た

は
け
親
午
サ
」
し
た
と
き
は
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
遺
児
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
〈
手
当
額
〉

●
一
人
に
つ
き
、
月
額
三
、
〇
〇
〇
円

○
町
民
税
の
所
得
割
が
課
さ
れ
て
い

る
方
や
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
保
育

所
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
方
は

除
き
ま
す
。

弱
圖
砲
臼
一
鴎
佃
一
り
圀

　
２
０
佐
未
満
の
障
害
児
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
障
害
児
と
は
〉

ｏ
身
体
障
害
者
手
帳
三
級
以
上
及
び

　
四
緑
の
一
部
の
児
童

ｏ
療
育
手
帳
Ｅ
以
上
の
児
章

三
別
記
と
同
等
以
上
の
障
害
か
お
る

　
と
認
め
ら
れ
た
児
童

　
〈
手
当
額
〉

●
一
級
障
害
児

　
・
月
額
一
入
　
四
三
、
五
八
〇
円

●
二
級
障
害
児

　
・
月
額
一
入
　
二
九
、
〇
五
〇
円

○
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
万
や
施

設
へ
入
所
し
て
い
る
万
は
除
き
ま
す

§
辿
淀
ｕ
回
弛
の

辿
臼
砲
鴎
自
」
９
圀

　
２
０
佐
未
満
で
次
の
よ
う
な
障
害
児

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

ｏ
身
体
障
害
者
手
帳
二
級
以
上

ｏ
療
育
手
帳
Ａ
・
Ａ

　
〈
手
当
額
〉

　
●
月
額
一
人
　
二
、
五
〇
〇
円

○
児
童
の
所
得
に
制
限
か
お
り
、
施

設
へ
入
所
し
て
い
る
方
や
生
活
保
護

世
帯
は
除
き
ま
す
。

一
自
認
回
肢
一
〇
圀

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
重
度
の
障
害
児
（
２
０

歳
未
満
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ｏ
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
と
二
級
の

　
一
部
の
方

ｏ
療
育
手
帳
Ａ
の
方

言
別
記
と
同
等
以
上
の
障
害
か
お
る

　
と
認
め
ら
れ
た
方

〈
手
当
額
〉

　
●
月
額
一
入
　
コ
ー
、
三
八
〇
円

○
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

除
き
ま
す
。

弱
圖
辿
目
口
０
圀

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
、
よ
り
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
２
０
成
以
Ｌ
の
万
万
、
が
宅

者
（
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
な
い
万

ま
た
は
、
病
院
な
ど
に
三
か
月
以
ト

入
院
し
て
い
な
い
方
）
に
対
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
〈
対
象
者
〉

○
両
眼
の
視
力
の
和
が
○
・
○
四
以

　
下
の
方

○
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
加
Ｉ
〇
〇
デ

　
レ
ベ
ル
以
上
の
方

〇
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が

　
あ
る
方
（
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指

　
を
欠
く
も
の
、
ま
た
は
両
上
肢
す

　
べ
て
の
指
の
機
能
に
著
し
い
障
害

　
加
あ
る
方
を
含
む
）
。

ｏ
両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が

　
あ
る
方
や
両
下
肢
を
足
関
節
以
上

　
で
欠
く
方

○
体
幹
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
座
っ

　
て
い
る
こ
と
や
立
ち
上
が
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
方

○
そ
の
他
、
身
体
の
機
能
障
害
、
ま

　
だ
け
長
期
に
わ
た
り
安
静
を
必
要

　
と
す
る
病
状
が
、
前
各
号
と
同
程

　
度
以
上
と
認
め
ら
れ
、
日
常
生
活

　
の
用
を
足
せ
な
い
方

ｏ
精
神
障
害
で
、
前
各
号
と
同
程
度

　
以
上
と
認
め
ら
れ
た
方

○
こ
れ
ら
の
障
害
加
東
複
す
る
方
、

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
障
害
と
同
程
度

　
以
上
と
認
め
ら
れ
る
方

　
〈
手
当
額
〉

　
　
月
額
一
入
　
二
二
、
七
六
〇
円

○
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
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長寿を祝う

町長が高齢者を訪問

　
町
長
が
お
年
寄
り
を
訪
ね
て
長
寿

を
祝
う
「
高
齢
者
訪
問
」
が
、
八
月

二
十
九
日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
町
内
に
は
九
十
歳
以
上
に
な
ら
れ

る
方
が
七
十
七
名
い
ま
す
。
最
高
齢

者
は
、
西
高
野
の
植
竹
マ
サ
さ
ん
で

九
十
八
歳
。
耳
が
少
し
週
い
ほ
か
は

今
で
も
身
の
周
り
の
こ
と
は
自
分
で

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
男

子
の
最
高
齢
者
は
国
谷
外
道
の
坂
野

勝
治
さ
ん
で
お
元
気
で
す
。

　
清
水
町
長
は
、
一
人
ひ
と
り
の
家

を
訪
問
し
て
、
記
念
品
と
敬
老
金
を

贈
る
と
と
も
に
「
長
生
さ
し
て
く
だ

さ
い
」
と
声
を
か
け
て
長
寿
を
祝
福

し
ま
し
た
。

言言牡勺

平成二年度
　　長寿番付表

｀W゛

今でも屋敷の草むしりをするという壬生町屋高齢者の

植竹マサさん

心

男性の最長老となった坂野勝治さん

町長から記念品が贈られました。
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１日。全国一斉に国勢調査です。
１

ご記入を。 10月７日までに集めますo調査票が届いたら早めに

　
１
０
月
１
日
の
国
勢
調
査
を
前
に
、
現
在
、
調
責
具
が
、
調
査
票

を
持
っ
て
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
っ
て
い
ま
す
。
調
査
内
容
は
、
ご

家
族
の
氏
名
、
出
生
の
年
月
、
就
業
状
況
な
ど
２
２
項
目
。
お
答
え

い
た
だ
い
た
内
容
を
統
計
以
外
の
目
的
に
使
う
こ
と
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
安
心
の
上
、
あ
り
の
ま
ま
を
正
確

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
調
査
票
は
後
日
、
調
責
具
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。
出
張
や
ご
旅

行
の
ご
予
定
が
あ
る
方
、
留
守
が
ち
な
方
は
、
ご
在
宅
の
日
を
調

責
具
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

川
調
査
票
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
●
汚
し
た
り
、
折
っ
た
り
、
丸
め
た
り
、
破
い
た
り
し
な
い
。

②
調
査
票
に
記
入
す
る
際
の
お
願
い

　
●
必
ず
黒
鉛
筆
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
マ
ー
ク
は
、
わ
く
内
に
太
く
、
宸
く
、
は
っ
き
り
と
書
く
。

　
●
文
字
や
数
字
は
、
杓
く
内
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
。

　
●
書
き
間
違
え
た
ら
、
消
し
ゴ
ム
で
よ
く
消
し
て
く
だ
さ
い
。

集計票はコンピーターにかけ

ますので大切に扱いましよう。

Siif

○良いマークの例

横線をわくいっぱいに､太く､濃く

←Jil!¶

×悪いマークの例

　　横線以外のﾏｰｸ
匠］　匹短い｢gT｣

絨い又は薄い

Ξヨ

以丿勁

記入されてい

Sli

ら･μ

　わくから

　はみ出している

.i2］

～多発するゲリラ事件で多くの人たちが犠牲に～

皆
さ
ん
の
御
協
力
を

　
ノ

タ

レ
ゾ

　
最
近
、
極
左
暴
力
集
団
は
、
大
量
殺
人
に
っ
な
が
り
か
ね

な
い
「
自
動
車
爆
弾
」
や
「
発
射
弾
」
を
『
テ
尺
ゲ
リ
ラ
』

に
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、
「
時
限
式
発
火
装
置
」
を
仕
掛
け

て
、
神
社
や
個
人
の
住
宅
を
全
焼
さ
せ
る
放
火
ゲ
目
ニ
フ
事
件

を
相
次
い
で
引
き
起
こ
し
、
多
く
の
人
た
ち
を
死
傷
さ
せ
る

な
ど
、
ま
す
ま
す
凶
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
極
左
暴
力
集
団
は
善
良
な
市
民
を
装
い
、
偽
名
で
借
り
た

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
貸
家
な
ど
を
ア
ジ
ト
と
し
て
使

用
し
、
爆
弾
を
造
っ
た
り
、
ゲ
リ
ラ
の
機
会
を
狙
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
を
転
々
と
す
る
な
ど
、

隠
密
化
の
傾
向
を
一
層
強
め
て
い
ま
す
。

　
周
作
に
こ
ん
な
人
は
ぃ
ま
せ
ん
か
づ
｛
｛

　
極
左
暴
力
集
団
の
秘
宮
部
隊
員
は
、
皆
さ
ん
の
周
り
に
隠

れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、

▽
夫
婦
と
言
っ
て
ぃ
る
が
、
梯
子
が
不
自
然
で
あ
る
。

▽
他
の
居
住
者
と
何
と
な
く
感
じ
が
異
な
り
、
周
囲
に
討
し

　
て
極
端
に
警
戒
す
る
。

▽
ほ
と
ん
ど
雨
戸
や
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
き
り
に
し
て
い
て
、

　
人
が
住
ん
で
ぃ
る
よ
う
な
生
活
実
感
が
な
い
。

Ｖ
部
屋
の
中
か
ら
音
や
兄
ぃ
が
す
る
。

▽
居
住
者
が
外
出
し
て
ぃ
る
の
に
、
誰
か
ぃ
る
気
配
が
す
る
。

　
な
ど
と
ぃ
っ
た
点
に
気
付
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

不
審
な
点
に
思
い
当
た
る
万
は
、
最
寄
り
の
派
出
所
及
び
栃

木
警
察
署
（
？
ご
∇
二
三
四
五
）
ま
言
ご
一
報
下
さ
い
。

[|μ1
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　　　老後のために

　　　し

っ

かり納めましょう

。

ふ年金額●老齢基礎年金の

　年額68万1､300円(毘足ぷ認)

こ苛苛苛苛庶回

　　問､保険料の滞納がない場合で､未納期間
があると、それに応じて減額となります。W

■年金額の計算式（平成２年度価格）

　　　　　保険料納付月数十保険料免除月数×↑

681,300円×　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　加入可能年数×12

（注）大正15年４月１日以前に生まれた人（昭和61年４月

１日に60歳以上の人）や昭和61年３月までに年金を受けて

･いた人は4ぃ‥旧制度の年金額を曼けるご也になります訟ご=･ﾌﾞ;･J

身近収税/の/

紅型胞Ｌ
ｋ
一
一
１
－
一
・
一
７
‐
ｉ

｢惑星アトン｣

　
夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ
地
か
ら
、
Ｕ

Ｆ
Ｏ
に
よ
っ
て
小
学
生
カ
ン
太
加
誘

拐
さ
れ
る
。
連
れ
て
い
か
れ
た
の
は
、

未
知
の
惑
星
ア
ト
ン
。
そ
こ
で
カ
ン

太
加
見
た
も
の
は

…
…
…

。

　
ス
リ
ル
あ
ふ
れ
る
Ｓ
Ｆ
映
画
「
惑

星
ア
ト
ン

」

、
実
は
こ
の
た
び
国
税
庁

が
製
作
し
た
小
学
生
向
き
の
租
税
教

育
ア
ニ
メ
。
ド
ラ
マ
は
、
「
近
未
来
の

日
本

」
と

「
税
金
の
な
い
国
ア

ト
言

を
対
比
さ
せ
る
形
で
進
行
し
、
小
学

生
加
悦
の
意
義
や
役
割
を
よ

く

理
解

で

き
る
よ
う
に
、
随
所
に
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
▼
税
へ
の
理
解
を
映
像
で
Ｐ
Ｒ

　
こ
こ
数
年
、
税
の
関
心
が
社
会
的

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
国
税
庁
で

は
こ
の
機
に
、
税
を
正
し

く

理
解
し

て
い
た
だ

く
た
め
の
Ｉ
つ
と
し
て
、

Ｄ
Ｌ
一
一
礼
ｉ
一
｀
１
Ｓ
ｉ
一
Ｉ
Ｓ
６
－
１
Ｓ
Ｉ
１
１
Ｓ
＆
ｌ
ｉ
Ｓ
６
駄
１
Ｓ
Ｉ
゛
一
も
１
１
私
な
’
一
一
。
ち
む
一
一
７
も
Ｌ
一
’

　
　
　
　
　
　
　
）

1
6
ミ
リ
や
ビ
デ
オ
な
ど
映
像
に
よ
る

広
報
資
料
の
充
実
、
提
供
に
力
を
入

れ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
資
料
は
年
齢
別
に
製
作
し
て
お
り
、

最
近
で
は
「
惑
星
ア
ト
土
の
ほ
か

に
、
文
部
省
選
定
に
も
な
っ
た
中
学

生
対
象
の
「
ぼ
く
た
ち
の
探
検
」
な

ど
が
完
成
、
す
で
に
提
供
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

▼
無
料
で
貸
し
出
し

　
こ
れ
ら
映
像
広
報
資
料
は
、
全
国

の
国
税
局
お
よ
び
税
務
署
に
備
え
付

け
ら
れ
て
お
ｎ
へ
学
校
を
は
じ
め
、

自
治
会
、
婦
人
学
級
、
消
費
者
学
級

な
ど
の
地
域
団
体
や
民
間
団
体
に
無

料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
問
合
せ
や
お
申
し
込
み
は
、
栃

木
税
務
署
（
？
四
〇
只
）
８
［
Ｄ
］
ま
で
。
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『京劇がまちに

　　やってくる』

国際電話が

　9j.ヴヽ…………ﾐ=ヽ;,かけ……=らごれ1i･ます

中国京劇院青年友好訪日団が来町
町内３か所の公衆電話に設置

　
京
劇
は
中
川
の
国
劇
と
い
わ
れ
、

中
国
の
伝
統
制
を
代
表
す
る
演
劇
で

あ
り
、
言
葉
の
違
い
や
風
俗
習
慣
の

違
い
を
超
え
て
、
日
本
人
に
も
十
分

に
堪
能
で
き
る
舞
台
劇
で
す
。

　
八
月
七
日
か
ら
次
の
三
か
所
の
公

衆
電
話
で
、
直
接
国
際
通
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
へ

　
設
置
揚
言

▼
町
役
場
前
　
▼
干
生
バ
イ
パ
ス
の

タ
イ
ム
リ
ー
Ａ
前
　
▼
お
も
ち
ゃ
の

ま
ち
詮
術
下
の
い
ず
み
町
入
口

　
な
お
、
詳
し
く
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
モ
生
営

業
所
�
○
て
言
土
二
言
四
二
六

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
今
年
は
京
劇
生
誕
二
〇
〇
年
に
当

た
り
、
中
国
最
大
規
模
の
京
劇
院
に

よ
り
、
い
ま
最
も
脂
の
乗
り
切
っ
た

青
年
俳
優
た
ち
が
来
日
さ
れ
ま
す
。

　
青
年
俳
優
た
ち
の
確
実
な
演
技
、

見
事
な
歌
唱
力
、
壮
絶
な
立
ち
回
り

は
観
客
を
魅
了
し
て
止
ま
ず
華
麗
に

し
て
驚
嘆
す
べ
き
名
舞
台
で
す
。

　
ご
期
待
く
だ
さ
い
／
・

期
　
日
　
1
0
月
２
８
日
汀
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
開
演

会
　
場
　
壬
生
中
央
公
民
館

入
場
料
　
箭
円

矢
場
券
は
壬
生
中
火
公
民
館
、
稲

葉
・
南
犬
飼
出
張
所
に
あ
り
ま
す

図

り⑩

　
○
な
う
が
お
・
み
ぶ
巡
回
日
程

○
1
0
月
３
日
用
　
稲
葉
小
学
校

○
1
0
月
４
日
困

○
1
0
月
５
日
廟

○
1
0
月
1
7
日
用

○
1
0
月
1
8
口
内

図
書
館
協
議
会
と
は
　
足
長
昌

　
図
書
館
の
管
理
運
営
に
っ
い
て
図

書
館
長
の
諮
問
に
応
じ
、
奉
仕
活
動

に
意
見
を
述
べ
る
機
関
と
し
て
、
図

書
館
法
に
基
づ
き
、
壬
生
町
の
条
例

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
や
社
全
教
育
関
係
団
体
の
代

表
者
、
学
識
経
験
の
あ
る
方
の
う
ち

か
ら
選
任
す
る
こ
と
が
、
図
書
館
法

に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
壬
生
町
立
図
書
館
で
は
、
５
人
の

委
員
さ
ん
で
構
成
し
て
お
り
年
に
２

回
会
議
が
開
か
れ
、
今
年
度
は
５
月

と
９
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
９
月
に
は
、
先
進
図
書
館

の
視
察
を
行
い
、
県
立
図
書
館
と
鹿

沼
市
立
図
書
館
を
中
心
に
研
修
し
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
重
点
事
業
で
あ
る
Ａ
Ｖ

　
（
視
聴
覚
）
資
料
の
活
用
や
情
報
収

集
や
娯
楽
に
は
不
可
欠
の
雑
誌
の
究

実
に
つ
い
て
熱
心
に
視
察
さ
れ
、
各

委
‥
貝
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

藤
井
小
学
校

壬
生
東
小
学
校

安
塚
小
学
校

羽
生
田
小
学
校

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち

（
幸
町
一
丁
目
な
か
た
洋
品
店
裏
）

○
1
0
月
２
５
日
用
　
壬
生
北
小
学
校

　
※
駐
車
時
間
は
、
い
ず
れ
の
所
も

　
　
ご
ご
２
時
か
ら
４
時
ま
で

　
○
休
館
日
の
お
し
ら
せ

　
図
書
館
は
、
毎
週
月
曜
日
、
火
曜

日
の
午
前
中
、
月
の
末
日
が
休
館
日

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
国
民
の
祝
日
も
休
館
で
す
。

　
０
９
月
２
３
目
㈲
　
秋
分
の
日

　
○
1
0
月
1
0
日
用
　
体
育
の
日

こ
の
両
日
は
休
館
と
な
り
ま
す
の
で

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
本
の
返
却
は
閉
鎔
接
や
休

館
日
で
も
「
返
却
ポ
ス
ト
」
に
て
、

年
中
無
休
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
返
却
ポ
ス
ト
は
図
書
館
入
口
、
向

か
っ
て
右
側
の
窓
下
に
あ
り
ま
す
。

　
※
９
月
３
０
日
�
は
開
館
し
ま
す
／

月
末
は
館
内
整
理
日
で
休
館
で
す
が

日
曜
ロ
と
重
な
る
た
め
開
館
し
ま
す
。
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「
町
［
氏
の
ひ
ろ
ば
Ｌ
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
穏
二
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

日本一おめでとう

壬生中、全国大会で初優勝

　
神
奈
川
県
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
八
月
十
三
日
か
ら
十
六
ロ
ま
で
行

わ
れ
た
第
七
回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
に
お
い
て
壬
生
中
野
球

部
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
強
豪
チ
ー
ム
を
次
々
と
敗
り
初
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　
翌
十
七
日
、
壬
生
市
街
を
優
勝
パ
レ
ー
ド
し
た
稀
役
場
前
で
祝

賀
式
が
行
わ
れ
、
清
水
町
長
を
け
じ
め
職
員
や
多
く
の
町
民
か
ら
祝

福
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
パ
レ
ー
ド
で
多
く
の
町

民
か
ら
祝
福
さ
れ
る

女
生
徒
よ
り
優
勝
を
祝
い

花
束
が
贈
ら
れ
る
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はじめましてフェリシティです

２人目の英語指導助手ﾌｴﾘｼﾃｨ･ｴｾｲﾑさん
(22歳・英国)

一

ソ
フ
ト
な
人
柄
の
フ
エ
リ
シ
テ
ィ
さ
ん

　
本
格
的
な
国
際
化
の
時
代
を
迎
え
、

当
町
に
お
い
て
も
国
際
交
流
に
対
応

で
き
る
人
間
の
育
成
を
図
る
た
め
、

昨
年
度
か
ら
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｅ

玉
と
し
て
英
国
の
サ
イ
モ
ン
・
オ

フ
リ
ィ
さ
ん
を
招
き
、
中
学
校
を
中

心
に
生
き
た
英
語
教
育
を
は
じ
め
、

幅
の
広
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
強
化
を
図
る
た
め
、
本
年
度

も
県
国
際
交
流
課
を
通
じ
て
新
し
い

Ａ
Ｅ
Ｔ
を
招
き
、
八
月
一
日
に
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
方
は
、
英
国
の
フ
ェ
リ
シ
テ

ィ
・
エ
セ
イ
ム
さ
ん
で
、
本
年
七
月

に
英
国
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
入
学
を
卒

業
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
で
は
地
理
を

専
攻
さ
れ
、
水
泳
、
ス
キ
ー
が
得
意

と
い
う
背
の
高
い
健
康
的
な
女
性
で

す
。

　
先
輩
の
オ
フ
リ
ィ
さ
ん
と
同
じ
国

と
い
う
こ
と
で
、
「
早
く
日
本
語
を

亨
乙
、
み
な
さ
ん
と
交
流
し
た
い
」

と
張
り
切
っ
て
お
り
、
町
の
印
象
を

　
「
か
ん
ぴ
ょ
う
な
ど
の
田
園
風
景
が

と
て
も
美
し
く
、
町
の
人
も
た
い
へ

ん
友
好
的
で
す
ね
。
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
も
最
高
で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
九
月
三
日
に
は
さ
っ
そ
く

南
犬
飼
中
の
放
縦
・
に
立
た
れ
ま
し
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し

　
　
老
人
に
朗
報

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
ガ
ス
タ
ー
ト

　
町
で
は
ノ
五
町
共
同
に
よ
り
、
有

価
消
防
本
部
を
セ
ン
タ
ー
と
す
る
社

宅
福
祉
事
吏
と
し
て
、
高
齢
化
社
会

の
中
で
年
々
増
加
し
て
い
る
、
独
居

老
人
の
非
常
事
態
に
迅
速
に
対
応
し

よ
う
と
、
「
災
害
弱
者
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
」
を
開
設
し
、
九
月
四
日
、

同
消
防
本
部
で
開
設
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
独
居
老
人
が

通
報
す
る
上
通
町
の

石
谷
ト
ミ
さ
ん

急
病
、
火
災
な
ど
の
時
に
、
胸
に
下

げ
て
い
る
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の
リ
モ
ー

ト
ス
イ
ッ
チ
や
、
有
線
の
リ
モ
ー
ト

ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
、
即
座
に
同
消

防
本
部
へ
通
報
で
き
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
際
に
本
人
の
応
答
が

な
い
場
合
は
、
近
隣
協
力
員
に
確
認

を
し
て
も
ら
う
な
ど
万
全
の
備
え
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
試
験
通
話
も
行
わ
れ
、

本
町
か
ら
は
上
通
町
の
石
谷
ト
ミ
さ

ん
五
十
一
歳
言
、
同
消
防
本
部
よ

り
清
水
町
長
が
確
認
の
電
話
を
し
、

石
谷
さ
ん
も
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
ま

す
」
と
応
答
さ
れ
る
な
ど
、
喜
び
の

う
ち
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
町
で
は
今
後
の
同
シ
ス
テ

ム
設
置
に
つ
い
て
、
三
年
計
画
に
よ

り
三
ナ
五
人
に
設
置
し
て
い
く
予
定

で
、
本
年
度
は
十
五
人
の
設
置
を
計

画
し
て
お
り
、
す
で
に
九
人
が
決
定

し
て
い
ま
す
。

　
同
シ
ス
テ
ム
に
っ
い
て
の
申
請
等

は
、
町
福
祉
課
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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広

一
二
〇
人
が
奉
仕
作
業

　
上
通
町
で
道
路
清
掃
を
実
施

　
土
通
町
自
治
会
（
島
根
定
代
自
治

会
長
）
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
全
国

的
に
行
わ
れ
た
「
道
路
を
守
る
月
間
」

に
協
賛
し
、
八
月
二
十
六
日
の
朝
六

時
三
〇
分
か
ら
約
二
時
間
、
老
若
男

女
一
二
〇
名
が
参
加
し
て
道
路
の
清

掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
国
遺
言
五
二
号

線
や
県
道
宇
都
宮
・
栃
木
線
、
町
道

の
各
膳
所
に
分
か
れ
、
草
刈
り
や
空

道路清掃に汗を流した上通町のみなさん

き
缶
拾
い
丁
言
切
り
な
ど
、
思
い

思
い
に
持
ち
寄
っ
た
道
具
を
使
っ
て

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

黒
川
の
束
吉
橋
両
側
に
積
っ
た
土
砂

に
生
え
た
草
や
そ
の
橋
の
西
側
、
国

道
と
町
道
に
狭
ま
れ
た
芝
草
の
除
草

は
大
変
た
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

黒
川
右
岸
の
河
川
敷
の
除
草
で
は
、

電
動
草
刈
機
に
よ
り
草
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

　
地
域
を
愛
す
る
み
な
さ
ん
の
奉
仕

の
汗
に
よ
っ
て
、
き
れ
い
な
道
路
に

な
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
の
面
で

も
大
い
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

壬
生
プ
リ
ン
ス

　
高
松
宮
賜
杯
で
準
優
勝

　
高
松
宮
賜
杯
第
三
十
四
回
全
日
本

軟
式
野
球
大
会
県
予
選
会
（
二
部
）
が

五
月
十
三
日
か
ら
六
月
十
日
の
五
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
本
町
を
代

表
し
て
出
場
し
た
「
壬
生
プ
リ
ン
ス
」

矢
垣
文
男
監
督
、
部
員
十
九
名
）
が

準
優
勝
に
輝
き
、
平
成
三
年
変
に
行

わ
れ
る
第
十
三
回
東
日
本
大
会
（
二

部
、
東
京
都
開
催
）
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
準
決
勝
ま
で
の
五
試
合
を
投
手
力

を
中
心
と
す
る
・
堅
い
守
り
と
そ
つ
の

な
い
攻
め
で
勝
っ
て
き
た
壬
生
プ
リ

ン
ス
は
、
六
月
十
日
県
営
球
場
で
す

都
宮
市
の
社
会
保
険
支
払
基
金
と
決

ヽ 一

勝
戦
を
行
い
、
惜
し
く
も
一
対
二
で

敗
れ
、
準
優
勝
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

新
記
録
ラ
ッ
シ
ュ
／

第
六
回
町
民
水
上
フ
Ｔ
‘
ス
テ
ィ
バ
ル

快
晴
の
八
月
五
日
、
黒
川
の
里
ふ
　
　
ｏ
小
学
三
・
四
年
男
子
背
泳
ぎ

れ
あ
い
プ
ー
ル
に
お
い
て
第
六
回
町

民
水
上
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
、

町
内
の
小
学
生
・
中
学
生
及
び
一
般

烋
へ
三
二
二
名
の
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
出
場
者
の
レ
ベ
ル
が
高

く
新
記
録
が
小
学
生
六
種
目
、
中
学

生
四
柾
目
、
一
般
二
種
目
の
計
十
二

極
目
に
出
る
と
い
う
記
録
ラ
ッ
シ
ュ

の
大
会
で
し
た
。

　
大
会
新
記
録
（
敬
称
略
）

ｏ
小
学
五
・
六
年
男
子
自
由
形

　
　
　
コ
八
校
四
九
　
田
原
　
俊
明

ｏ
小
学
三
・
四
年
男
子
平
泳
ぎ

　
　
　
二
Ｉ
校
八
九
　
白
川
　
光
従

ｏ
小
学
五
・
六
年
男
子
背
泳
ぎ

　
　
　
一
入
校
三
〇
　
田
原
　
俊
明

　
人
形
劇
に
感
動

　
児
童
九
五
〇
名
が
観
劇

　
文
化
庁
主
催
及
び
県
・
町
共
催
に

よ
る
土
ど
も
芸
術
劇
場
＝
児
童
劇

「
ヴ
し
ゆ
う
が
町
に
や
っ
て
き
た
」

-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
　
光
従

ｏ
小
学
五
・
六
年
男
子
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
ー
八
枚
一
六
　
田
原
　
俊
明

ｏ
小
学
三
・
四
年
男
子
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
ニ
○
枚
四
六
　
白
川
　
光
従

ｏ
中
学
男
子
平
泳
ぎ

　
　
　
且
二
枚
九
三
　
高
村
　
　
材

ｏ
中
学
男
子
背
泳
ぎ

　
　
　
三
四
枚
五
五
　
玉
田
　
　
淳

ｏ
中
学
男
子
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
三
一
枚
七
四
　
荒
川
　
政
樹

ｏ
中
学
女
子
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　
三
四
移
五
四
　
玉
田
江
利
子

ｏ
一
般
自
由
形

　
　
　
一
四
枚
一
三
　
渡
辺
　
一
夫

ｏ
一
般
平
泳
ぎ

　
　
　
一
九
枚
五
二
　
渡
辺
　
一
夫

が
、
八
月
八
日
壬
生
中
央
公
民
館
で

催
さ
れ
、
町
内
各
小
学
校
九
五
〇
名

の
児
童
が
観
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
で
は
味
わ
え
な
い
生
の
迫

力
と
人
形
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
楽
し

い
物
語
の
世
界
に
接
し
、
子
供
た
ち

は
、
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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８月18日、19日のふるさとまつり､たくさんの人が租になって踊った

８月11日、12ヨ、睦地区でサマーフェスティバルを開催　　　ふるさとまつりには、たくさんの屋たいも出て販つだ

上通町の納涼祭。８月５日薬師様前で。　　　　　　　８月４日、５日、安塚コミニュティ盆踊り大会を行う

心
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Ｔ　あ達者　　　
ヽ

１　

カッフjl

ｽﾌﾞｿﾞ

ﾌ

が　　　　一一　　２ 近太郎さん(8o歳)

ヨ(9至玉町大沢ハ　ルさん(
76歳)

課　　

‥‥……………………………………____……__……_‥_………_……………_

　
大
沢
近
太
郎
さ
ん
と
妻
の
ハ
ル
さ

ん
は
、
お
二
人
と
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

が
好
き
で
、
地
元
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

揚
が
で
き
る
前
か
ら
六
美
町
へ
行
っ

て
や
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
今
で

も
近
太
郎
さ
ん
は
、
毎
朝
５
時
３
０
分

か
ら
３
時
間
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
に

行
っ
て
い
る
と
い
う
お
元
気
さ
で
す
。

ま
た
、
誰
か
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ル
ー

ル
を
却
っ
て
い
な
け
れ
ば
と
、
今
年

の
２
月
に
３
級
審
判
員
の
資
格
を
取

ら
れ
ま
し
た
。

　
大
沢
さ
ん
夫
婦
は
埼
玉
県
の
加
須

市
の
出
身
で
す
が
、
昭
和
３
３
年
か
ら

８
年
間
の
退
職
ま
で
国
谷
駅
長
を
さ

今
の
家
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

年
自
治
会
の
副
会
長
、
翌
年
自
治
会

長
と
な
る
一
方
、
小
・
中
学
校
に
わ

た
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
も
勤
め
ら
れ

地
域
ド
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
戦
後
問
も
な
い
、
越
谷
に
い
た
こ

ろ
が
ひ
ど
か
っ
た
と
ハ
ル
さ
ん
は
言

い
ま
す
。
当
時
や
み
米
な
ど
を
運
ぶ

　
「
か
っ
ぎ
や
」
が
、
家
の
火
水
戸
か

ら
か
く
ま
っ
て
く
れ
と
よ
く
入
っ
て

来
た
そ
う
で
、
そ
う
い
う
時
は
「
知

れ
た
ら
大
変
な
の
で
気
が
気
じ
ゃ
な

か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

　
６
人
の
お
応
Ｊ
さ
ん
を
育
て
ら
れ
、

今
で
は
１
２
人
の
お
孫
さ
ん
と
２
人
の

ひ
孫
さ
ん
か
お
り
、
「
洽
供
た
ち
が

シ
ャ
ツ
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る

の
で
、
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
買
っ
た

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
退
職
後
す
ぐ
に
　
　
こ
と
が
な
い
」
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

短
　
　
歌

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

入
院
に
な
る
や
も
知
れ
ぬ
検
診
の

　
　
　
　
　
順
番
を
待
つ
身
を
匹
う
し
て

夕
顔肌◎⑩言一壬生小学校－
は
闇
に
さ
だ
ま
リ
稲
妻
の

　
　
　
　
蒼
き
刹
那
に
浮
か
ふ
白
花

眠
れ
ず
に
身
じ
ろ
ぎ
す
る
を
知
リ
て
を
り

　
　
　
　
空
港
ホ
テ
ル
に
わ
れ
も
眠
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
戦
中
を
お
も
ひ
だ
し
た
り
人
参
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ね
が
凱
に
よ
く
似
て
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

艶
村
　
ト
シ
　
　
　
　
　
　
刈
ぱ
　
　
　

句

　
　
　
　
　
　
　
白
き
も
の
す
す
ぎ
て
暑
さ
紛
ら
は
す

　
　
　
　
　
　
　
ニ
フ
肝
る
風
鈴
の
音
そ
ろ
は
な
く

小
平
さ
よ
子
　
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
残
照
に
脱
営
夏
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
抱
い
て
ゐ
る
子
の
泣
き
止
ま
ぬ
暑
さ
か
な
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「
わ
た
し
の
お
と
う
と
Ｌ

　
　
　
羽
生
田
小
一
年

　
　
　
　
　
　
清
水
　
恵
美

　
わ
た
し
の
お
と
う
と
は
、
４
さ
い

で
、
く
に
や
よ
う
ち
え
ん
に
か
よ
っ

て
い
ま
す
。
な
ま
え
は
、
ゆ
う
た
と

い
い
ま
す
。

　
ゆ
う
た
は
、
す
ご
く
き
か
ん
ぼ
う

で
な
き
む
し
だ
け
ど
、
と
っ
て
も
や

さ
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
と
き

ど
き
わ
た
し
と
け
ん
か
を
す
る
と
き

「
ぼ
く
の
い
え
の

　
　
お
じ
ち
ゃ
ん
Ｌ

　
　
　
羽
生
田
小
一
年

　
　
　
　
　
　
落
合
　
康
太

　
ぼ
く
は
、
ち
い
さ
い
と
き
か
ら
お

し
ち
ゃ
ん
が
だ
い
す
き
で
す
。
あ
さ

は
や
く
か
ら
は
た
け
の
し
ご
と
を
し

て
た
い
へ
ん
な
の
に
、
ぼ
く
が
、
が

っ
こ
う
か
ら
か
え
っ
て
く
る
こ
ろ
は
、

い
つ
も
い
え
に
い
て
く
れ
ま
す
。
だ

か
ら
、
お
か
あ
さ
ん
が
し
ご
と
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
）

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
は
。

　
「
ゆ
う
た
な
ん
て
い
な
け
れ
ば
い
い

な
あ
ご
と
お
も
う
け
ど
、
す
ぐ
に
あ

や
ま
っ
て
く
る
の
で
、
や
っ
ぱ
り
わ

た
し
は
ゆ
う
た
の
こ
と
が
と
っ
て
も

え
に
い
な
く
て
も
へ
い
き
で
、
さ
び

し
く
あ
り
ま
廿
ん
。

　
お
じ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
お
玉
つ

か
い
を
百
え
ん
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、

百
え
ん
を
も
ら
う
と
、
ま
え
の
じ
ど

か
わ
い
く
な
り
ま
す
。

　
ゆ
う
た
の
す
き
な
あ
そ
び
は
、
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
や
ウ
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
、

ガ
ン
ダ
ム
ご
っ
こ
で
す
。
い
っ
も
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
マ
ン
ト
を
か
ぶ
っ
て
、

恵美ちゃんの家族、前列左方恵美

ちゃん、２番目が弟の祐太君

じ
て
ん
し
ゃ
を
の

り
ま
わ
し
ま
す
。

そ
し
て
こ
ろ
ん
で

な
い
て
い
ま
す
。

で
も
そ
う
い
う
お

も
し
ろ
い
お
と
う

と
が
と
っ
て
も
だ

い
す
き
で
す
。
い

い
お
ね
え
さ
ん
に

な
り
た
い
で
す
。

う
は
ん
ば
い
き
ま
で
か
け
て
い
っ
て

じ
ゅ
う
す
を
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

じ
ゅ
う
す
は
、
つ
め
た
く
て
と
っ
て

も
お
い
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
そ
れ

を
の
む
と
、
力
が
つ
く
よ
う
な
き
が

慶太君とおじちゃんの喜十郎さん

し
て
げ
ん
き
に
あ

そ
び
ま
す
。

　
大
き
く
な
っ
た

ら
こ
ん
ど
は
、
ぼ

く
が
、
お
じ
ち
ゃ

ん
に
、
じ
ゅ
う
す

を
か
っ
て
あ
げ
た

い
と
お
も
い
ま
す
。

ま
っ
て
て
ね
。

チピッ子アjl,ハム

京介ちゃん（２歳　長男）智彦ちゃん（２歳　長男）

W　
昭
和
六
十
三
年
四
月
二
十
三
日
生
ま
れ

　
竹
川
八
戸
（
田
竺
）

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
健
康
で
明
る
い
人
に

　
育
っ
て
ほ
し
い
。

　
昭
和
六
十
三
年
九
月
二
十
六
日
生
ま
れ

　
班
づ
回
□
（
六
１
・
）

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
父
親
の
よ
う
に
信
頼
さ
れ
る
人
に

　
な
っ
て
ほ
し
い
。
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食事と健康⑥麦
を
食
べ
よ
う

　
ご
飯
一
膳
二
六
〇
づ
）
の
栄
養

価
を
、
精
白
米
と
胚
芽
米
、
七
分
つ

－四
　
き
米
で
比
べ
た
も
の
が
下
の
表
で
す
。

－
| | | | | | | | l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 L I I I I I I I I I I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

そ
こ
に
、
強
化
押
し
麦
約
一
割
を
加

え
た
時
の
栄
養
価
は
、
麦
の
栄
養
価

を
プ
ラ
ス
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
気
が
っ
く
の
は
、
押
し
麦

の
微
量
栄
養
素
Ｔ
そ
不
ラ
ル
や
ビ
タ

ミ
ン
）
が
量
の
割
に
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
ま
た
、
麦
は
米
に
比
べ
て
血
糖
値

の
上
昇
が
低
く
、
正
常
植
に
回
復
す

る
時
間
が
旱
い
た
め
、
糖
尿
病
の
食

事
療
法
で
麦
を
使
う
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
麦
の
繊
維
は
米
よ
り
も
短

く
ね
ば
り
の
強
い
米
飯
に
よ
く
混
ざ

る
の
で
、
腸
の
運
動
を
助
け
消
化
を

よ
く
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
繊
維

ノサ
エネル
ギ　ー

たんぱ
く　質 脂　肪

カルシ
ウ　ム

鉄
ビタミン

　BI

ビタミン
　Ｂ２

精　白　米

（1膳分70g） kcal
237

　ｇ

４．１

　ｇ

０．８
　ｍｇ

３
　ｍｇ

０．２
　　　m§

0.05
　　　mg

0.02

胚芽米

（　ﾉﾉ　　）
235 ４．６ １．３ ５ ０．３ 0.拐 0.02

七分つき米

（　カ　　）

一

237 ４．３ １．１ ３ ０．２ ０．１３ 0.02

強化押し麦

　(10g)
34 Ｏフ ０．１ ２ ０､２ 0.20 0.01

は
有
益
な
腸
内
細
菌
を
繁
殖
さ
せ
、

他
方
で
は
毒
素
の
生
産
を
抑
え
る
働

き
も
し
ま
す
。

　
麦
一
〇
〇
％
で
は
美
昧
し
さ
の
点

か
ら
も
敬
遠
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

米
に
少
し
混
ぜ
て
食
べ
る
習
慣
を
っ

け
る
こ
と
は
と
て
も
い
い
こ
と
で
す
。

　
主
食
と
し
て
毎
日
食
べ
る
も
の
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
の
質
に
こ
だ
わ
っ
て

亨
乙
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

○
食
物
と
栄
養
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
万
は
、
役
場

福
桧
原
栄
養
士
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
９
月
2
1
日
～
3
0
日

　
　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

　
　
再
点
検

　
人
間
の
命
は
、
か
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
尊
い
も
の
で
す
。
昨
年
一
年

間
で
交
通
事
故
に
よ
っ
て
Ｌ
く
な
っ

た
人
は
、
‐
‐
万
Ｉ
エ
ー
人
を
超
え
、
過

去
ナ
五
年
間
で
最
悪
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
も
依
然
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
に
よ

る
若
者
の
事
故
、
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
高
齢
者
の
事
故
や
、
致
死

率
が
昼
間
の
三
倍
で
あ
る
夜
間
の
事

故
、
土
曜
・
日
曜
の
週
末
の
淑
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
重
点
目
標
は
三
点

　
今
年
の
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
の
重
点
目
標
は
、
①
「
若
年
運

転
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
訪
‐
に
」
、

②
フ
ヱ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
マ
ト

の
正
し
い
着
用
の
敵
底
」
、
③
違
法

駐
車
の
締
め
出
し
’
｝
の
三
点
で
す
。

①
無
謀
運
転
は
命
と
り

は
安
全
確
認
を
き
ち
ん
と
行
い
、
危

険
な
運
転
、
迷
惑
な
運
転
ば
し
な
い

こ
と
で
す
。

　
若
者
に
目
だ
ち
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド

に
お
ぼ
れ
て
の
無
謀
運
転
。

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
。

　
　
　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
命
綱

　
自
動
車
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の

七
割
以
Ｌ
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て

い
な
か
っ
た
人
で
す
。
し
て
い
れ
ば
、

か
な
り
の
人
が
命
は
肋
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ご
単
に
粟
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

皆
が
正
し
く
締
め
て
か
ら
発
車
す
る
″

を
習
慣
づ
け
た
い
も
の
で
す
。

ご
寄
付

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

金
五
〇
、
〇
〇
〇
円
　
黒
川
久
子
捨

會
二
二
〇
、
八
九
〇
円
（
計
四
回
）

　
　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
捨

金
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
（
計
二
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
匿
　
名
　
捨

　
運
転
は
、
車
線
を
守
り
、
車
間
距
　
　
金
五
〇
、
〇
〇
〇
円
　
（
計
三
回
）

離
を
十
分
と
っ
て
、
交
差
点
な
ど
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
渾
大
工
工
場
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

町
老
人
連
合
会
は
、
会
内
で
行
っ

た
百
円
募
金
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

十

等

●
町
県
民
税
（
三
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
四
期
）

●
国
民
年
金
（
七
期
）

　
　
　
（
納
期
限
十
月
三
十
一
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

まちのうごき

‥‥‥‥‥９月｜日現在｡……，


	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


